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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 38,684 △79.3 △1,656 ― △2,073 ― △1,665 ―
21年3月期第3四半期 186,853 ― △905 ― △8,535 ― 14,779 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △4.31 ―
21年3月期第3四半期 31.40 30.66

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 55,655 15,917 26.3 △0.54
21年3月期 150,410 17,613 10.8 3.43

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  14,661百万円 21年3月期  16,179百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,200 △72.5 △300 ― △1,300 ― △1,400 ― △3.87
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の
変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 2社 （社名
Metaldyne Holdings LLC、Metaldyne 
Corporation

）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 437,446,163株 21年3月期  437,446,163株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  442,281株 21年3月期  452,406株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 436,997,471株 21年3月期第3四半期 353,744,310株
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 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善による輸出の増加や在庫調整の進捗、及びエコ

カー減税等の緊急経済対策効果により生産や個人消費は持ち直しつつありますが、設備投資の減少や厳しい雇用情勢

が続き、景気は引き続き厳しい状況となりました。 

 このような環境下、当企業グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、電力機器事業の幹線工事や環境装置

事業の水処理工事の受注増加があったものの、メタルダイン社の連結除外による減少に加えて、世界的な自動車需要

の減少による乗用車の販売低迷や消費者の低価格車志向、及び国内・新興国向けトラック・建設機械需要の減少、在

庫調整の影響により、前年同期比79.3％減の386億84百万円となりました。 

  損益は、販売価格低下の抑制や設備投資の抑制、及び人件費・経費の削減等に努めましたものの、売上高の減少に

伴う利益の減少影響が大きく、営業損失は16億56百万円（前年同期比７億50百万円悪化）となりました。 経常損失

は支払利息４億73百万円の計上等により20億73百万円（前年同期比64億62百万円改善）となり、四半期純損失は16億

65百万円（前年同期比164億45百万円悪化）となりました。  

 なお、当第３四半期連結会計期間（直近四半期）の売上高は152億１百万円（直前四半期比25億５百万円増加）、

営業利益は売上高の回復により５億17百万円（直前四半期比16億１百万円改善）に黒字化、いずれも直前四半期に比

べて改善しております。 

  

  

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、メタルダイン社を連結の範囲から除外したことや売上高の減少・受取

手形及び売掛金の回収による減少、たな卸資産の削減、遊休地の売却、及び有形固定資産の減価償却の進捗等によ

り、前連結会計年度に比べて947億54百万円減少し、556億55百万円となりました。 

 負債は、メタルダイン社を連結の範囲から除外したことや売上高の減少に伴う支払手形及び買掛金の減少、設備

投資の抑制による設備債務の減少、借入金の返済等により、前連結会計年度末に比べ930億59百万円減少し、397億

37百万円となりました。 

 純資産は、四半期純損失を16億65百万円計上したことなどにより、前連結会計年度末に比べ16億95百万円減少

し、159億17百万円となりました。 

  

  

 連結業績予想につきましては、自動車市場全体において客先での在庫調整が完了し、生産の回復が見られること、

また当企業グループにおいて人件費・経費の削減等を継続的に実施することにより、通期の業績は前回公表予想並に

推移していく見込みであります。 

 従いまして、平成22年３月期の業績予想につきましては、平成21年５月29日公表の当初予想に変更はありません。

  

  

 当第１四半期連結会計期間から特定子会社Metaldyne Holdings LLC及びMetaldyne Corporationを連結の範囲

から除外しております。 

  

  

① 簡便な会計処理 

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２．たな卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の

実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算定する方法によっております。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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３．固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

４．法人税等の算定方法 

 四半期連結財務諸表提出会社及び一部の連結子会社の法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減

算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっております。 

５．連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 

 連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 

 当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わないで債権と

債務を相殺消去しております。 

 連結会社相互間の取引の相殺消去 

 取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法により相殺

消去しております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。  

  

  

 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更  

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、請負金額１億円以上かつ工期１年以上の工事については工事

進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企

業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準第15号）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準適用指針第18号）を当第１四半期連結会計期間より適用し、

当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の

確実性が認められる工事については、工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事につ

いては工事完成基準を適用しております。当該変更が損益に与える影響は軽微であります。 

  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,752 5,350

受取手形及び売掛金 8,940 17,886

商品及び製品 2,803 6,032

仕掛品 1,715 2,389

原材料及び貯蔵品 2,496 6,088

その他 850 4,012

貸倒引当金 △5 △191

流動資産合計 21,553 41,568

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,713 13,648

機械装置及び運搬具（純額） 8,148 35,396

工具、器具及び備品（純額） 1,638 3,293

土地 12,376 16,123

建設仮勘定 962 4,094

その他（純額） 569 1,055

有形固定資産合計 31,408 73,611

無形固定資産   

のれん 113 118

その他 222 31,182

無形固定資産合計 335 31,301

投資その他の資産 2,358 3,869

固定資産合計 34,102 108,782

繰延資産 － 59

資産合計 55,655 150,410

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,678 18,919

短期借入金 4,385 6,657

未払法人税等 30 261

賞与引当金 322 686

その他の引当金 406 843

その他 3,048 9,544

流動負債合計 16,871 36,912

固定負債   

社債 － 2,908

長期借入金 13,576 64,968

退職給付引当金 4,361 12,876

その他の引当金 759 885

負ののれん 115 145

その他 4,053 14,100

固定負債合計 22,866 95,884

負債合計 39,737 132,797
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 38,282 38,282

資本剰余金 39,180 39,180

利益剰余金 △64,660 △63,464

自己株式 △21 △21

株主資本合計 12,781 13,976

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 15 14

繰延ヘッジ損益 △102 △165

土地再評価差額金 2,465 3,045

為替換算調整勘定 △498 △690

評価・換算差額等合計 1,880 2,203

新株予約権 233 244

少数株主持分 1,022 1,189

純資産合計 15,917 17,613

負債純資産合計 55,655 150,410
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(2)四半期連結損益計算書 
(第３四半期連結累計期間) 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 186,853 38,684

売上原価 174,469 36,150

売上損失引当金繰入額又は取崩額（△） △351 152

売上総利益 12,736 2,381

販売費及び一般管理費 13,641 4,037

営業損失（△） △905 △1,656

営業外収益   

受取利息 28 1

受取配当金 4 3

負ののれん償却額 22 48

持分法による投資利益 284 77

助成金収入 147 77

雑収入 130 42

営業外収益合計 618 252

営業外費用   

支払利息 7,184 473

雑支出 1,063 195

営業外費用合計 8,248 669

経常損失（△） △8,535 △2,073

特別利益   

退職給付引当金戻入額 1,565 －

固定資産売却益 270 3

新株予約権戻入益 － 32

役員賞与引当金戻入額 － 15

債務免除益 3,191 －

社債償還益 31,120 －

その他 45 3

特別利益合計 36,195 55

特別損失   

固定資産処分損 740 93

減損損失 9,258 74

株式交付費償却 － 59

棚卸資産会計基準の適用に伴う影響額 366 －

役員退職慰労金 － 69

特別退職手当 386 －

その他 965 3

特別損失合計 11,718 300

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

15,941 △2,318

法人税、住民税及び事業税 1,153 70

法人税等調整額 △52 △665

法人税等合計 1,101 △595

少数株主利益又は少数株主損失（△） 60 △57

四半期純利益又は四半期純損失（△） 14,779 △1,665
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当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）  

該当事項はありません。 

  

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）  

該当事項はありません。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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